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1．事 業 年 度	 4月1日から翌年3月31日まで
2．基 　 準 　 日	 毎年3月31日（中間基準日　9月30日）
	 	 	 		（そのほか必要があるときは、あらかじめ公告

いたします。）
3．定 時 株 主 総 会	 毎年6月下旬
4．公 告 の 方 法 	 		電子公告の方法により行います。
	 	 	 		但し、やむを得ない事由により、電子公告に

よることができない場合は、日本経済新聞に
掲載する方法により行います。

	 	 	 		公告掲載URL	http://www.nagahori.co.jp/
	 	 	 ※決算公告に代えて、貸借対照表、損益計算

書はEDINET（金融商品取引法に基づく有
価証券報告書等の開示書類に関する電子開
示システム）にて開示しております。

5．株式に関するお手続きについて
○証券会社等の口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合せ先

	・		郵送物等の発送と返戻に関する
ご照会
	・		支払期間経過後の配当金に関す
るご照会
	・		株式事務に関する一般的なお問
い合せ

株主名簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（フリーダイヤル）
（土・日・祝祭日等を除く平日	9：00～17：00）
郵送先			〒137－8081	新東京郵便局

私書箱第29号
　　　			三菱UFJ信託銀行株式会社	

証券代行部

	・		上記以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問い
合せください。

○特別口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合せ先

	・		特別口座から一般口座への振替
請求
	・単元未満株式の買取請求
	・住所、氏名等のご変更
	・特別口座の残高照会
	・配当金の受領方法の指定（＊）

特別口座
の 口 座
管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（フリーダイヤル）
（土・日・祝祭日等を除く平日	9：00～17：00）
郵送先			〒137－8081	新東京郵便局

私書箱第29号
　　　			三菱UFJ信託銀行株式会社	

証券代行部

	・		郵送物等の発送と返戻に関する
ご照会
	・		支払期間経過後の配当金に関す
るご照会
	・		株式事務に関する一般的なお問
い合せ

株主名簿
管 理 人

（＊）		特別口座に記録された株式をご所有の株主様は配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお
選びいただけません。

6．１単元の株式の数	 100株

（ ）

上記ウェブサイトでは最新情報を
お届けしております。

www.nagahor i .co . jp



　株主の皆様には日頃より格別のご高配
を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに第61期中間期（令和３年４月１
日から令和３年９月30日までの第２四半
期累計期間）の事業の概況と決算につい
てご報告申し上げます。

１．連結経営成績
　当中間期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染
症の再拡大により、度重なる緊急事態宣言やまん延防止等重
点措置が実施され、経済活動が制限されたことで消費動向が
低調となり、景気回復の足取りは鈍く、ワクチン接種が進め
られているものの、依然として不透明な状況が続いておりま
す。
　ジュエリー業界におきましても、新型コロナウイルス感染
症の再拡大により、外出自粛による集客減の影響を受け、消
費行動の自粛傾向や雇用・所得環境の悪化懸念など、先行き
不透明な状況が続きました。
　このような環境の中、当社グループは、富裕層マーケット
をコアとする販売チャネルや商品ブランドに重点的に経営資
源を投下する「選択と集中」の方針のもと、感染症対策を施
した環境での自社催事や顧客催事等の販売活動に取り組みま
した。また、財務の安定のためコミットメントライン契約締
結による財務基盤強化、仕入や経費支出のコントロール等を
図るとともに、インターネット販売等のITツールを活用した
営業体制を強化し、自社ブランドの販売促進等にも取り組ん
でおります。
　この結果、当中間期の売上高は83億47百万円（前年同期　
69億31百万円）、営業利益１億13百万円（前年同期　営業損
失３億18百万円）、経常利益95百万円（前年同期　経常損失
３億41百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益２百万
円（前年同期　親会社株主に帰属する四半期純損失４億67百
万円）となりました。

２．連結財政状態
　（資産）
　当中間期末の総資産は240億17百万円となり、前年度末に
比べ４億９百万円の増加となりました。
　流動資産は171億40百万円となり、前年度末に比べ４億87
百万円の増加となりました。これは主に現金及び預金が６億

37百万円増加し、受取手形及び売掛金が３億38百万円減少し
たことによります。
　固定資産は68億76百万円となり、前年度末に比べ78百万円
の減少となりました。これは主に有形固定資産が71百万円減
少したことによります。
　（負債）
　負債は121億６百万円となり、前年度末に比べ４億59百万
円の増加となりました。
　流動負債は103億49百万円となり、前年度末に比べ４億96
百万円の増加となりました。これは主に支払手形及び買掛金
が２億７百万円、短期借入金が３億30百万円それぞれ増加し
たことによります。
　固定負債は17億57百万円となり、前年度末に比べ36百万円
の減少となりました。これは主に長期借入金が57百万円減少
したことによります。
　（純資産）
　純資産は119億10百万円となり、前年度末に比べ50百万円
の減少となりました。これは主に利益剰余金が67百万円減少
したことによります。

３．今後の見通し
　今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症
の影響が継続することが予想される一方で、ワクチンの普及
などにより、経済の自律的回復力が高まることが期待されま
す。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響が長期
化してきたことで、雇用・所得環境の悪化による消費者マイ
ンドの冷え込みも懸念され、引き続き厳しい経営環境が続く
ものと思われます。また、その一方で、歴史的な株高等を背
景として、富裕層の活発な消費活動も期待されます。
　ジュエリー業界にとっては、本来第3四半期が最大の商戦
期となりますので、新規取扱いの海外ブランドをはじめとす
る商品の拡充、百貨店等の富裕層向け商品の充実、さらには
ナガホリグループ全体での総合力を発揮し、所期の計画を達
成する所存でございます。

通期業績予測（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
百万円 百万円 百万円
17,000 300 150

　以上、業績の概況についてご報告申し上げましたが、株主の皆
様におかれましては、今後とも一層のご支援とご指導を賜ります
ようお願い申し上げます。

　令和３年11月

代表取締役
社　　　長 長 堀 慶 太

株主の皆様へ
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四半期連結貸借対照表 （単位：千円）

当第2四半期連結会計期間

（令和3年9月30日）

前連結会計年度

（令和3年3月31日）

科　目 金　額

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,612,421 2,975,308

受取手形及び売掛金 2,642,226 2,980,993

商品及び製品 9,528,746 9,510,134

仕掛品 305,652 195,174

原材料及び貯蔵品 729,957 754,004

その他 340,378 265,855

貸倒引当金 △19,209 △28,498

流動資産合計 17,140,173 16,652,973

固定資産

有形固定資産 5,251,194 5,322,677

無形固定資産 32,261 39,075

投資その他の資産 1,593,371 1,593,190

固定資産合計 6,876,826 6,954,943

資産合計 24,017,000 23,607,917

負債の部

流動負債 10,349,506 9,853,241

固定負債 1,757,055 1,793,956

負債合計 12,106,562 11,647,197

純資産の部

株主資本 12,595,237 12,663,004

その他の包括利益累計額 △684,799 △702,284

純資産合計 11,910,437 11,960,719

負債純資産合計 24,017,000 23,607,917

四半期連結損益計算書 （単位：千円）

当第2四半期連結累計期間
自令和3年4月 1日（至令和3年9月30日）

前第2四半期連結累計期間
自令和2年4月 1日（至令和2年9月30日）

科　目 金　額

売上高 8,347,175 6,931,809

売上原価 6,153,879 5,156,566

売上総利益 2,193,295 1,775,242

販売費及び一般管理費 2,080,093 2,093,885

営業利益又は営業損失（△） 113,201 △318,642

営業外収益 26,079 23,331

営業外費用 43,833 45,871

経常利益又は経常損失（△） 95,448 △341,182

特別利益 110,186 285,829

特別損失 150,502 353,316

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△） 55,132 △408,669

法人税、住民税及び事業税 53,073 60,449

法人税等調整額 △512 △1,584

法人税等合計 52,561 58,864

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,571 △467,534

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 2,571 △467,534

四半期連結財務諸表
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会社概要

役　員（令和3年9月30日現在）

トピックス

イタリアンジュエリーブランド
「Zoccai」の取扱いスタート

　当社では本年9月より、イタリアンジュエリーブランド「Zoccai
（ゾッカイ）」の店舗展開をスタートしました。
　Zoccaiは1839年創業、5代に渡り受け継がれる歴史と経験を持つ
ジュエリーブランドで、イタリアのヴィチェンツァを本拠地に、
自社工場とブティックをかまえており、今や、全世界で500を超え
る店舗で扱われております。
　商品の価格帯を10万円台の後半から取り揃え、より多くの方に
とっての“手の届くブランドジュエリー”としてファンの獲得を
目指してまいります。

　当社は、消費者から信頼されるジュエリー業界のトータルマー
ケッターとして企業努力を重ねてまいります。

代 表 取 締 役 社 長 長 堀 慶 太
常 務 取 締 役 吾 郷 雅 文
取 締 役 白 川 文 彦
取 締 役 川 村 忠 男
取 締 役（ 社 外 ） 富 樫 直 記
常勤監査役（社外） 中 林 英 樹
監 査 役（ 社 外 ） 佐 藤 亮 輔
監 査 役（ 社 外 ） 岩 上 和 道

会 計 監 査 人 監査法人  日本橋事務所

■事業所
名 称 所 在 地 電 話 番 号

本 社 東 京 都 台 東 区 03 - 3832 - 8 266

大 阪 支 店 大 阪 市 中 央 区 06 - 6241 - 5 691

アトリエ　ド　モバラ 千 葉 県 茂 原 市 0475 - 3 4 - 5 251

社 　 　 名 株式会社ナガホリ
NAGAHORICORPORATION

本 　 　 社 〒110-8546東京都台東区上野一丁目15番３号
TEL03-3832-8266

設 立 昭和37年
資 本 金 53億2,396万円
グループ事業内容 貴金属・宝飾品等の輸出入、製造加工および国内・国

外販売、貸ビル事業ならびに太陽光発電事業
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